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 8 月 7 日（日）に サポートネットあすは の夏祭り＆バザーを開催しました！ 

当日は サポートネットあすは や あすは Kids を利用されている方、卒業生、ご家族、近隣の方など、たくさ

んの方々にお集まりいただき、にぎやかなお祭りを催すことができました。皆さま、ありがとうございました。 

 毎年恒例となっているヨーヨーすくいやバンド演奏を楽しむ方、やきそばや 

カレーライスにカキ氷、おからドーナツとおいしい食事でおなかも満たす方と、 

参加者それぞれのペースでお祭りの雰囲気を味わっていました。皆さんの楽しそ 

うな笑顔をたくさん見れたことをスタッフ一同大変うれしく思います。また会場 

では「久しぶり！」「元気にしてる？」と言う声も聞かれ、普段は自分の職場や 

活動場所でがんばっている方々が、久しぶりに顔を合わせ近況報告して活力を 

もらえる…そんな大切な場にもなっているのだなあと感じました。 

＊あすは夏祭り＆バザー＊ 
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27 人もの人

事件の一報

 全く無抵

気取りで警

員」であっ

生命を奪

ことを思い

て、心から

を続けられ

とご協力が

たちや認知

 

知的障が

や、インフ

られます。

いのです。

うことを知

る人々とは

人が、「他

障がいのあ

考えを一歩

たします。

 

終わりに

心よりお祈

りいたしま

また、休

り園の職員

いと思いま

日第 3種郵便物認

県立津久井

月 26 日未明

人たちに傷

報を耳にした

抵抗で、逃げ

警察署に出頭

ったというこ

奪われたお一

い、日頃知的

らお詫びをし

れるように支

があって成り

知症の皆さん

がいという障

フルエンザや

身体障がい

自分の子ど

知っていただ

は異質ではな

他の人の生命

ある人たちも

歩も譲るつも

 

になりました

祈りし、傷付

ます。 

休まずに支援

員の皆様に、

ます。 

認可(毎月 18 回 1･

井やまゆり園

明に起きた津

を負わせる

た時、にわか

げ出すことも

頭し、「世の

ことに、やり

一人お一人の

的障がいを負

したいと思い

支援すること

り立っていま

ん、そして様

障がいは、私

や、はしか等

いは理解でき

どもや孫や甥

だきたいので

なく、つなが

命の価値」

も、与えられ

もりはありま

たが、犠牲と

付かれた皆様

援の仕事を続

連帯の意を

2･3･5･6･7 の日発

園での事件

津久井やまゆ

という、戦後

かには信じら

も出来ない重

中のために

り場のない怒

の無念の気持

負う人たち

います。 

世の

自分

果を引

私た

と発言

います

どの

度」で

とが私たち

ます。おお

様々な障がい

私たち誰も

等々をきっ

きても知的障

甥や姪や、誰

です。「健常

がっていると

を勝手に評価

れた生命を、

ません。そ

となられた多

様の一日も早

続けて下さっ

を表明し、心
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件の報にふ

社会

ゆり園での殺

後の犯罪史上

られず、身

重い障がいを

に」やったと

怒りの気持

持ちを思い

を支援する

の中にこの

の考え方が

引き起こす

ちは知的障

言をしてい

す。 

の様な障が

でも、地域

の役割です

ぞら会では

いのある方々

が身に負う

かけに、後

障がいは理

誰にも知的

常」と言われ

ということ

価する権利

、その人な

の生活の場

多くの皆様の

早い快復を心

っている津久

心からの敬意

月 28 日発行ＳＳ

れて 
会福祉法人お

殺傷事件は、

上でも類を見

も心も凍り

を負う人たち

と言う犯人の

ちと、やり

、傷付けら

役割を担う

様な考え方

が正しいと信

人まで現れ

障がいを負う

かねばなり

いがあって

社会の一員

。この役割

、これまで

々を支える

可能性のあ

後遺症として

理解できない

障がいとい

れる状態にあ

を理解して

は、誰にも

りに精いっ

場を支える仕

のご冥福を
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久井やまゆ
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方の人が居て

信じ、多くの

れたという現

人たちの代
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も、その障

として、出

割は、地域の

でもこれから

事業を続け

あった障がい

て知的障がい

いという皆さ

いう障がいを

ある多くの人

いただきた
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っぱい生きる

仕事に、私た
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の人を殺傷す

現実、この様
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障がいが「重

出来る限り普

の多くの人た

らも知的障が

けてまいりま

いです。出産

いを身に負う
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を負う可能性
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いのです。

ん。「最重度」
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たちはこれか

 

けだより NO.131

西原雄次郎

生命を奪い、

な事件でした

るで「英雄」
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さを痛感して
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たちのご理解
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産前後の事故

う人も沢山お
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、
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の

し
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今年の夏

みなさんは

 天候に左

う間に過ぎ

すが、職員

 今年はオ

は体操をや

うにお話し

本選手団の

じみと思っ

たちへの感

言葉を掛け

りは様々な

て思い知ら

 先日、地

ほど近い都

中心となっ

ような活動

来てもらっ

お手伝いに

ですが総勢

ながら日頃

も話されて

するわ。」

民主導の活

積極的にさ

いました。

     

涼み会で記念撮
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夏は異常に暑

はこの夏をい

左右されなが

ぎて行った印

員一同力を集

オリンピック

やっていたの

しされている

の活躍を心か

ったり。競技

感謝の言葉を

けていました

な形がありま

らされました

地域の活動に

都営団地の集

って声かけし

動があること

ってもいいで

に行ってきま

勢 30 名ほど

頃の世間話や

ていました。

と皆さん口

活動は地域を

されている方

こうやって

     

撮影…また楽しい

認可(毎月 18 回 1･

暑かったり急

いかがお過ご

がらも 8 月で

印象です。ま

集結して「野

クイヤーであ

のよ」「私は

る姿は本当に

から喜んでい

技を終えた選

を口にされて

た。「人は一

ますが、根本

た。 

に参加してき

集まりでした

して始まった

とは知ってい

ですよ。大歓

ました。今は

ど団地にある

やお互いの困

その中で

にされてい

を一つにする

方もいて、週

て地域の繋が

     

い行事をしまし
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で野ざきの家

まだまだ改善

野ざきの家」

ありました。

バスケ」と
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歓迎です。」

は団地の方の
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ました。こ

るなぁと改
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学生時代に

に戻ったか

ると「スポ

インタビュ

し、応援す

きられない。

は「相手を思

野ざきの家

動は団地の方

。以前よりそ

が「一度見

との言葉を

のみと言う

集い、お茶を

事や不安な

て近所に住

この様な場所

めて思いま

きの家に折

地域に頼ら

さて、今年

」を開催し

食事の準備

地を混ぜた

られた先輩

理をしまし

後に花火観

ながらお互

して交流す

な交流」がで

28 日発行ＳＳ

忙しい気候

年を迎えま

やらなけれ

追求してい

家でも連日競

にやっていた

のように活

ーツの力は

ーで必ずと

る方も結果

誰でも誰か

思いやる、尊

より 

方が 

その 

に 

を頂き 

こと 

を飲み 

こと 

住んでいる人

所を作ること

した。また

折り紙や手作

られる事業所

年の夏も野ざ

ました。総勢

をみなさん

り、おにぎ

方に色々教

た。すいか

賞。あっと

いを知るこ

ることで一

できるよう
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ました。紆余

ればならない

きたいと思

競技の話題

た部活動の思

活き活きとさ

は人の心を動

言っていい

果に関わらず

かの支えが必

尊敬する。」

人がどんな人

と、企画・運

た参加者の中

作業の活動を

所を目指して

ざきの家・工

勢 50 名ほど

んと一緒に行

ぎりを作った

教えてもらい

か割り、食事

いう間の時

とや話す機

一体感が生ま

になってい

夕涼み会の

438 号はばたけ

日々の印象

余曲折の 5 年

いことが山積

思っています

題で持ちきり

思い出を、つ

されていまし

動かすんだな

いほど応援し

ず頑張った選

必要」…人と

ことなんだ

人か分かるだ

運営も大変な

中にボランテ

をして下さる

ていきたいと

工房 時合同

どの参加者で

行い、野菜を

たり。主婦を

いながら和気

事、ビンゴ大

時間でした。

機会が少ない

まれ、本当の

ければと思

（管理者 

のひとコマ…か
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象が強いです

年。あっとい

積みでありま

す。 

でした。「私

つい昨日のよ

した。また日

なぁ」としみ

してくれた人

選手に労いの

と人のつなが

だとあらため

だけでも安心

な事ですが住

ティア活動を

る方とも出会

と思います。

同で「夕涼み

でした。朝か

を切ったり、

を長年やって

気あいあいと

大会、合唱。

同じ建物に

い中、行事を

の意味で「自

思っています

齋藤貴彦）

かんぱーい！ 

す。

い

ま

私

よ

日

み

人

の

が

め

心

住

を

会

。 

み

か

、

て

と

。

に

を

自

す。 
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残暑もようやく和らぎ、過ごしやすくなってきました。風が気持ちいいですね。 

 さて、工房時では昨年度に引き続き、「仕事体験デー」を開催しました。近隣の方々に、工房時の

仕事を体験してもらうイベントです。今回も近隣の子供たち、またお母さんやお父さんなど、40 人

近くの方々がクッキーを作ったり、うどんの麺を作ったりする体験をしました。「とてもおもしろか

った」「お菓子の甘い匂いが良い」「うどんの切れる様子が見られて良かった」など、様々な感想が聞

かれました。体験が終わった後はおもむく食堂の「ぶっかけうどん」を食べていただき、作ったお菓

子や麺はお土産として持って帰ってもらいました。 

地域のこどもたちにとって工房時での体験が、良い思い出として残っていってくれたなら本当にう

れしい事です。地域の方々との良い交流になりました。また工房時の所員が、子供たちやお母さんお

父さんに自分たちが普段やっている仕事の技術を教えてあげるという、貴重な経験が出来たことも大

きな収穫です。所員の自信や誇りにつながればと思います。 

 

 

 

この 7 月 27 日から、工房時調理部の 

関口友輔さんが市内のパン屋さんに就職しました。 

市内でも人気のあるパン屋さん「ちのパン」です。 

まだ就職したばっかりという事があり、週に数日は 

定着のために職員が同行して見守りを行っています。 

いつも真剣な表情でパンの生地をつくっている関口 

さん、まだまだ戸惑うこともありますが、日々進歩し 

ています。スタッフの方々に教えていただきながら、 

小麦粉や水、酵母菌の量を正確に量り、機械に入れて 

こねます。生地にも色々な種類があり、食パン用、ク 

ルミパン用、クロワッサン用、メロンパン用…それぞ 

れ仕込みの仕方が違います。もちろん工房時でも一生 

懸命仕事をしているのですが、さらに緊張感を持って 

取り組んでいる姿が印象的でした。 

仕事をしている様子を見学させていただいた後、くる 

みパン、カレーパン、サツマイモ味のパンなどを買っ 

て食べたのですが、どれも美味しくて、絶品でした。 

地域の方々といっしょに、地域のパン屋さんで責任 

を持ち、役割を担っている関口さんを観て、とても頼 

もしく感じました。 

（管理者 立野信行） 
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そんな実習

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちょうど

あらためて

た感想文は

切にしてい

お二人とも

添うとは？

向き合い、

こういう出

あらためて

この施設

ができて

大切さ」

わらない

いる場合

ることと

周囲の環

相手を本

ボランテ

りがいを

実際に利

い物で利

るのです

まいます

で強引に

きました

てもらう

方たちを

思いまし
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けには、年間

祉現場に触れ

って何してる

いいか戸惑わ

それは当たり

接し、中には

ます。どう感

異世界として

短い時間の中

習生やボラン

ど障がい者施

て考えさせら

は、私たちは

いけばいいの

もに共通して

？」というこ

自分の言葉

出会いをつく

て実感しまし

設のことを地

て本当によか

という言葉

い接し方で、

合もあること

、しっかり

環境を乱さず

本当に尊重し

ティアはいっ

を味わっても

利用者さんと

利用者さんが

すが、難しか

すが、そうは

に動かしてし

た。○○さん

ことをゆっ

を知ることが

した。（一部抜

可(毎月 18 回 1･2･

     

間を通して介

れるという方

るの？？とい

われることが

り前です。意

は「この仕事

感じていただ

ての実感で終

中ですが、は

ンティアの声

施設での凄惨

られることが

は揺らがずに

のだと思わせ

て利用者と向

ことに葛藤し

葉で率直に感

くることが、

した。   

元に住んで

ったです。一

の意味です。

自分ではよか

に気づきま

サポートす

、そっと溶

た接し方な

たい何を補助

らえるよう様

作業をしてみ

が声をあげて

かったです。

はうまくいき

まいます。

ん（利用者）

くり待つこ

ができました

抜粋）   

3･5･6･7 の日発行

     

介護等体験実

方たちが来ら

いうまさに初

がほとんどで

意思表出が難

事は私には務

だくか、今後

終わるのでは

はばたけでの

声を少しお伝

惨な事件直後

がいろいろあ

にこれまで積

せてくれる心

向き合い「支

し、そのこ

感想を書いて

、私たちの役

     

いながら初め

一番の学びは

。幼稚園や小

かれと思って

した。また、

ることはイコ

け込ませても

のではと思い

介護

助するんだろ

様々な工夫が

みて、職員の

しまったと

思うように

ません。弟

ここにボラ

が一緒にや

とが大切な

。そのどん
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実習(教職課

られます。障

初心者の方が

でみなさん恐

難しい方、感

務まらない

後のスタンス

はなく、ひ

の日常を丁寧

伝えしたい

後で、施設

あった時期

積み重ねた

心強いもの

支援とは？

とで自分自

て下さいま

役割である

（管理者

めて知りまし

は「相手を尊

小学校のボラ

ていたが、相

、距離をつめ

コールではな

もらうような

いました。（

護等体験実習

ろうと思って

がされていて

の補助がいか

き、どうい

動いてくれ

が知的障が

ンティアで

って仕事を

んだと思い

な利用者さ

     

28 日発行ＳＳＫ

 

【生活介

課程)や学校

障がいのあ

が多く、と

恐縮されま

感情の表現

と思いまし

スなどはそ

とつ自分の

寧に伝えた

と思います

として 

にもらっ 

日常を大 

でした。 

」「寄り 

身とも 

した。 

ことを 

入倉暁子

した。知るこ

尊重すること

ランティアと

相手を傷つけ

めて交流を深

なく、その人

なイメージが

（一部抜粋）

習 大学 2 年

ていましたが

て、根気よく

かに重要であ

う気持ちなの

ないときど

いですが、何

来たことでそ

覚えてくれ

ました。知

んにも魅力が

     

ＫＰ増刊通巻６

介護事業】 

課題のボラ

る方たちと

ても緊張さ

す。知らな

が大きい方

た」と率直

れぞれです

世界が広が

いなと思っ

。 

） 

こと

との

と変

けて

深め

人の

が、

 

年生 

が、（利用者

く誰一人見捨

あるかがわか

のか、自分に

うしても強引

何年たっても

それではいけ

たように、作

らなかった知

があってもっ

   夏休み

４３８号はばた

   

ランティア体

関わったこ

れていたり

ない世界に触

方、突発的な

直な感想をい

す。しかしこ

がったと思っ

ています。

に）仕事の楽

捨てない職員

かりました。

に何ができる

引に動かそう

も年下なので

けなかったん

作業の楽しさ

知的障がいの

っと仲良くな

みボラ 高校

たけだより NO.１

体験として

ことがない

、どう話

触れるわけ

な行動など

いただくこ

この機会に

ってもらえ

今回は、

楽しさやや

員の姿勢や、

（略）…買

るのか考え

うとしてし

でいつも力

んだと気づ

さに気づい

のいろんな

なりたいと

校生 1 年生

３１ 
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977年12月3日第

 

先日、武

ました。取

のが「利用

 ただ、“

たいことが

きなところ

 あすはで

て事前に事

とで安心で

とで相談し

ったけれど

す。利用者

す。 

“自分で決

援する。こ

     

 

      

 

 暑い暑い夏

とって、触れ

 夏は、魅力

いますが、周

じで、体験

まして大暴れ

東田直樹氏

気持ちにな

にとって、故

どうか、水

無駄遣いだ

ください。

     

第3種郵便物認可

武蔵野市の広

取材の中で「

用者の方が行

“自分で決め

がはっきり分

に行ってい

で派遣してい

事務所やヘル

できる利用者

して出かける

ど、ヘルパー

者の方に楽し

決める”ため

れも、ガイ

     

     

夏の午後は、

れても見ても

力のお水を全

周りのはしゃ

を広げていま

れしてきま

氏は「跳びは

る。”“普通の

故郷のような

水道の水を

とすぐに止め

（管理者 三

     

可(毎月18回1･

広報紙にあす

「ガイドヘル

行き先ややり

める”に至る

分かっていれ

いいよ」と言

いるガイドの

ルパーが把握

者の方もいる

る「おまかせ

ーと一緒に出

しんでもらえ

めの選択肢が

イドヘルプだ

     

      

、何と言って

も飽きない素

全身で感じ取

ゃぎようを見

ます。今年は

した。 

はねる思考」

の人たちには

な存在だ。”

じっと見入っ

めないで、ほ

三浦明雄） 

     

2･3･5･6･7の日

すはの活動紹

ルプの良いと

りたい事を自

るまでには色

れば、あまり

言われても困

のほとんどは

握することで

るからです。

せ外出」をし

出かけてみて

えたと実感で

が少しでも増

だからこそで

     

    

ても水遊びで

素材です。

取れる時期。

見ながら、足

は、はばたけ

の中で、“

はわかりづら

といったこ

っている発達

ほんの少しの

  6 

発行)2016年9月

紹介を掲載

ところは？」

自分で決める

色々な過程が

り難しくない

困ってしまう

は事前に行き

で下調べがで

一方で、時

している方も

て楽しかった

できた時は、

増えるように

できる良いと

     

【放課後等デ

です。水は、

中には、お

足だけつけて

けの「特設プ

水を見てい

らいかもしれ

とを書いて

達障害の子(人

の間、幸せ感

月28日発行ＳＳ

【

したいとい

」という質

ること」で

があると思

いかもしれ

うことでしょ

き先を決め

できますし、

時間だけ決

もいらっし

た！と外出先

、ヘルパー

に、利用者

ところの一つ

     

デイサービス】

子どもたち

お水が苦手な

てみるといっ

プール」にも

るだけで、幸

れないが、水

います。 

人)がいたら

感に浸らせて

ＳＫＰ増刊通巻6

【移動支援・行

同行援

う申し出を

問があり、

した。 

います。自

ませんが、

ょう。 

て外出して

、スケジュ

めて、当日

ゃいます。

先の選択肢

にとっても

の方もヘル

つだなとあら

    

】  

ちに 

な子も 

った感 

もおじゃ 

幸せな 

水は僕 

、水の 

てあげて 

6438号はばたけ

行動援護・ 

援護・居宅介

いただき、

とっさに思

分の好きな

そうでない

います。行

ールが決ま

利用者の方

初めて出か

肢が広がるこ

やりがいの

ルパーも楽し

らためて感

（管理者 鷹

あすは Ki

水遊び

①府中郷

②武蔵野

③東京競

④府中の

⑤国分寺

けだよりＮＯ.13

護事業】 

取材を受け

思い浮かんだ

なこと、やり

い場合は「好

行き先につい

まっているこ

方とヘルパー

かけた場所だ

こともありま

のある瞬間で

しみながら支

じました。

鷹觜 綾）

ids が行く

び場ベスト５

 

郷土の森 

野公園 

競馬場 

の森公園 

寺公園 

1 

け

だ

り

好

い

こ

ー

だ

ま

で

支
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社

や

ご

 

お

2015年度　

科目

会費

寄付金

事業収入

バザー・祭り

雑収入

収

77年12月3日第

 

 

 

 去る 5 月

ました。私

様のお力をお

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★後援会新規

個人１８２名、

ありがとうござ

 

 

★後援会へ寄
個人８名の方よ

ご寄附は大切に

 
 

★後援会経由

個人２名、団体

ご寄附は大切に

  

 

 

 

 

 

 

 

 社会福祉法人

や今後展開さ

ご協力をお願

（以上、

年

郵便

おおぞら

おおぞら会後援

予算額

2,050,000

150,000

200,000

270,000

11,000

収入計 2,681,000

収入の部

第3種郵便物認可

28 日、おお

たちは、これ

お貸しくださ

規ご入会・ご更

団体（法人）

ざいました。 

寄附（敬称略）
より、ご寄附を

に使わせていた

由  法人・各

体２社より、ご

に使わせていた

人おおぞら会

される事業に

願いいたしま

、4/1～8/31

＊後

年会費は、お手

便口座 0016

ら会後援

会　資金収支報告

決算額

0 1,565,000 事務

0 91,000 事業

0 0 バザ

0 206,482 法人

0 0

0 1,862,482

可(毎月18回1･2

ぞら会後援会

れからも法人

さい。よろし

更新（敬称略）

４社より、ご入

 
いただきました

だきます。 

各事業所へ寄附

寄附をいただき

だきます。 

会の理念に賛同

対する広報

す。 

集約分）皆様

後援会へのご

年会費 １口 

手数ですが直接

0-0-39163 

援会ニ

告書

科目

務費

業支出

ザー・祭り

人へ寄附 3

支出計 3

当期収支差額

前期繰越金 2

次期繰越金額 1

支出

･3･5･6･7の日発

会の総会が開

人の運営を支

しくお願いいた

 

入会・ご更新をい

た。ありがとうご

附（敬称略）

きました。ありが

＊おおぞら

同し応援する

・ボランティ

様 ありがと

ご入会・ご更

個人…２００

接お持ちいただ

 口座名義

7 

ニュース

単位：円

予算額 決算

150,000 9

100,000

120,000

3,000,000 2,20

3,370,000 2,30

-689,000 -43

2,347,772 2,34

1,658,772 1,90

出の部

発行)2016年9 月

開かれました。

える大切な組

たします。

いただきました。

ございました。

がとうございま

会後援会と

る団体です。

ィア・寄付等

とうございま

更新をお願い

０円 団体…１

だくか、下記の

義： 社会福

ス 

貸借対

現金

振替口座

振替口座

円

算額

9,645

0

1,416

0,000

1,061

8,579

7,772

9,193

月28日発行ＳＳ

。多くの方に

組織として運

。 

した。 

とは・・・＊

皆様からいた

、後援会活動

ました。 

いいたします

１００００円

の口座にお振込

福祉法人おお

対照表

86,629

座0 1,104,146

座8 832,418

計 2,023,193

ＫＰ増刊通巻64

にご来場いた

運営してまい

＊ 

ただいた会費

動に充てさせ

社会福祉

 

総会

す＊ 

込みください。

おぞら会後援

だ

用

今

だ

す

す

9 仮受金

6

8 次期繰越金

3 計

438号はばたけだ

だき、ありが

ります。どう

費は、おおぞ

せていただき

祉法人おおぞら

会長 吉

会のご報告

 

援会 

だよりを郵送

用紙を同封し

今年度すでに

だいている皆

する形にな

すことを、

114,000

1,909,193

2,023,193

だよりＮＯ.131

がとうござい

うぞ会員の皆

ら会の各事業

ます。ぜひ、

ら会後援会

吉野 壽夫

告 

送の方に振

しております

にご入会い

皆様にも同

ってしまい

ご了承くだ

 

い

皆

 

業

振込

す。

いた

同封

いま

ださ



社会福祉法人おおぞら会 

・ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨｾﾝﾀｰはばたけ（生活介護事業）          三鷹市野崎3-17-9   tel 0422-32-3234 

・工房時（就労移行事業･就労継続B型）            三鷹市野崎2-6-41     tel 0422-30-5571 

・野ざきの家（小規模多機能型居宅介護事業）         三鷹市野崎2-6-41    tel 0422-30-5575 

・サポートネットあすは（移動支援[居宅介護]事業）      武蔵野市八幡町1-6-1  tel 0422-36-5151 

・あすは Kids（放課後等デイサービス）            武蔵野市八幡町1-6-1 tel 0422-36-5151 

・ショートステイさくら（短期入所事業）          三鷹市井の頭4-22-6  tel 0422-32-3234 

・つなぐなかまの家（共同生活介護）    

１９７７年１２月３日第３種郵便物認可(毎月18回 1･2･3･5･6･7の日発行) 2016 年 9月 28日発行ＳＳＫＰ増刊通巻6438号はばたけだよりNO.１３１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

今年はタイミング良くオリンピックを観る機会が多くテレビにくぎ付けになった。メダル確実と言われていた選手でさえ、決戦で苦戦、 

敗戦するシビアな戦い。技術や作戦だけでなく、天候や体調、運すらも味方につけられるかが勝敗を分ける一ミリの世界だ。代表とし 

ての結果も求められるし、努力をしてきた選手からするとメダルがすべてという気持ちにもなるだろうけれど、やっぱり努力をしない 

と立てない場所であり、その日までの長く淡々と地道な毎日の積み重ねこそ称賛したい…と思う。（いりくらあきこ） 

発行 障害者団体定期刊行物協会 〒157-0072東京都世田谷区祖師谷3-1-17-102 〔頒価 50円〕 

企画･編集 社会福祉法人おおぞら会   編集責任者:入倉暁子  

information 

もぎてん 

やきうどん・からあげ 

水ぎょうざ・フランクフルト

おからドーナツ etc…  

ワークショップ 

 カードづくり 

コロコロアクセサリー 

ミニバザー 

ステージ

Pick&lips （ピクリプ） 

三鷹 POPS シニアチア 

西児童館ダンスクラブ 

第 2中学校合唱部 

１０月１５日(土)１１:００～１６:００ 

会場：アクティビティセンターはばたけ 



社会福祉法人おおぞら会 第1号の1様式 (単位:円)

介護保険事業収入 38,651,000 38,818,987 △ 167,987

就労支援事業収入 7,967,000 7,429,281 537,719

障害福祉サービス等事業収入 246,429,000 247,808,061 △ 1,379,061

借入金利息補助金収入 865,000 790,404 74,596

経常経費寄附金収入 3,820,000 4,266,183 △ 446,183

受取利息配当金収入 27,000 4,722 22,278

その他の収入 2,341,000 3,123,755 △ 782,755

事業活動収入計(1) 300,100,000 302,241,393 △ 2,141,393

人件費支出 229,619,000 229,988,702 △ 369,702

事業費支出 23,303,000 22,088,725 1,214,275

事務費支出 34,206,000 32,046,955 2,159,045

就労支援事業支出 8,571,000 8,612,213 △ 41,213

支払利息支出 1,001,000 942,243 58,757

その他の支出 2,145,000 2,048,535 96,465

事業活動支出計(2) 298,845,000 295,727,373 3,117,627

1,255,000 6,514,020 △ 5,259,020

施設整備等補助金収入 8,833,000 8,835,000 △ 2,000

固定資産売却収入 35,000 35,000 0

施設整備等収入計(4) 8,868,000 8,870,000 △ 2,000

設備資金借入金元金償還支出 10,269,000 10,266,000 3,000

固定資産取得支出 1,580,000 1,555,240 24,760

施設整備等支出計(5) 11,849,000 11,821,240 27,760

△ 2,981,000 △ 2,951,240 △ 29,760

積立資産取崩収入 74 △ 74

その他の活動による収入 1,192,600 128,792 1,063,808

その他の活動収入計(7) 1,192,600 128,866 1,063,734

長期運営資金借入金元金償還支出 5,330,000 5,328,000 2,000

投資有価証券取得支出 16,862 △ 16,862

積立資産支出 74 △ 74

その他の活動による支出 1,224,600 1,279,433 △ 54,833

その他の活動支出計(8) 6,554,600 6,624,369 △ 69,769

△ 5,362,000 △ 6,495,503 1,133,503

予備費支出(10) ―

△ 7,088,000 △ 2,932,723 △ 4,155,277

前期末支払資金残高(12) 46,243,107 46,243,107 0

当期末支払資金残高(11)+(12) 39,155,107 43,310,384 △ 4,155,277

当期資金収支差額合計
(11)=(3)+(6)+(9)-(10)

資金収支計算書
(自)平成27年 4月 1日(至)平成28年 3月31日

勘定科目 予算(A) 決算(B) 差異(A)-(B)

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

支
出

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

支
出

収
入

支
出

社会福祉法人おおぞら会 第2号の1様式 (単位:円)

介護保険事業収益 38,818,987 42,411,278 △ 3,592,291

就労支援事業収益 7,429,281 7,316,050 113,231

障害福祉サービス等事業収益 247,808,061 249,765,445 △ 1,957,384

経常経費寄附金収益 4,266,183 4,012,575 253,608

サービス活動収益計(1) 298,322,512 303,505,348 △ 5,182,836

人件費 229,988,702 232,267,361 △ 2,278,659

事業費 22,088,725 22,142,765 △ 54,040

事務費 32,046,955 31,917,501 129,454

就労支援事業費用 8,699,566 8,815,753 △ 116,187

減価償却費 21,789,808 21,521,978 267,830

国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 16,781,152 △ 16,312,049 △ 469,103

徴収不能額 334,858 △ 334,858

徴収不能引当金繰入 62,807 62,807

サービス活動費用計(2) 297,895,411 300,688,167 △ 2,792,756

427,101 2,817,181 △ 2,390,080

借入金利息補助金収益 790,404 902,828 △ 112,424

受取利息配当金収益 4,722 4,425 297

その他のサービス活動外収益 2,294,255 2,427,763 △ 133,508

サービス活動外収益計(4) 3,089,381 3,335,016 △ 245,635

支払利息 942,243 1,216,395 △ 274,152

その他のサービス活動外費用 2,048,535 2,151,197 △ 102,662

サービス活動外費用計(5) 2,990,778 3,367,592 △ 376,814

98,603 △ 32,576 131,179

525,704 2,784,605 △ 2,258,901

施設整備等補助金収益 8,835,000 8,375,000 460,000

固定資産受贈額 5,388,810 5,388,810

固定資産売却益 34,999 34,999

その他の特別収益 898,960 △ 30,771 929,731

特別収益計(8) 15,157,769 8,344,229 6,813,540

固定資産売却損･処分損 4 4

国庫補助金等特別積立金積立額 14,252,291 8,403,481 5,848,810

その他の特別損失 1,268,063 208,347 1,059,716

特別費用計(9) 15,520,358 8,611,828 6,908,530

△ 362,589 △ 267,599 △ 94,990

当期活動増減差額(11)=(7)+(10) 163,115 2,517,006 △ 2,353,891

前期繰越活動増減差額(12) 72,312,567 69,795,561 2,517,006

72,475,682 72,312,567 163,115

72,475,682 72,312,567 163,115

事業活動計算書
(自)平成27年 4月 1日(至)平成28年 3月31日

勘定科目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)

特
別
増
減
の
部

収
益

費
用

繰

越

活

動

増

減

差

額

の

部

サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)

サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)

経常増減差額(7)=(3)+(6)

特別増減差額(10)=(8)-(9)
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次期繰越活動増減差額
(17)=(13)

当期末繰越活動増減差額
(13)=(11)+(12)

社会福祉法人おおぞら会 第3号の1様式 (単位:円)

流動資産 56,495,125 57,745,622 △ 1,250,497 流動負債 24,663,427 26,167,041 △ 1,503,614

現金預金 13,286,132 13,264,575 21,557 事業未払金 10,146,492 8,367,688 1,778,804

事業未収金 41,226,901 42,428,028 △ 1,201,127 １年以内返済予定設備資金借入金 10,266,000 10,266,000 0

未収金 0 5,655 △ 5,655 １年以内返済予定長期運営資金借入金 1,992,000 5,328,000 △ 3,336,000

商品・製品 327,193 284,430 42,763 未払費用 407,410 489,312 △ 81,902

仕掛品 61,046 123,459 △ 62,413 預り金 156,729 286,083 △ 129,354

原材料 453,882 521,585 △ 67,703 職員預り金 1,280,796 1,058,958 221,838

立替金 143,554 156,838 △ 13,284 前受金 25,000 25,000

前払費用 1,059,224 931,052 128,172 前受収益 389,000 371,000 18,000

仮払金 0 30,000 △ 30,000

徴収不能引当金 △ 62,807 △ 62,807

固定資産 405,585,473 420,462,336 △ 14,876,863 固定負債 101,664,000 113,922,000 △ 12,258,000

 基本財産 339,477,208 351,951,165 △ 12,473,957 設備資金借入金 98,968,000 109,234,000 △ 10,266,000

土地 132,926,894 132,926,894 0 長期運営資金借入金 2,696,000 4,688,000 △ 1,992,000

建物 161,853,772 167,630,335 △ 5,776,563 126,327,427 140,089,041 △ 13,761,614

建物附属設備 44,696,542 51,393,936 △ 6,697,394

 その他の固定資産 66,108,265 68,511,171 △ 2,402,906 基本金 35,476,256 35,476,256 0

建物 31,723,549 33,602,925 △ 1,879,376 第１号基本金 29,976,256 29,976,256 0

建物附属設備 10,734,261 11,419,364 △ 685,103 第３号基本金 5,500,000 5,500,000 0

構築物 5,563,844 6,500,707 △ 936,863 国庫補助金等特別積立金 227,366,194 229,895,055 △ 2,528,861

機械及び装置 5,891,603 7,065,208 △ 1,173,605 その他の積立金 435,039 435,039 0

車輌運搬具 4,733,454 1,709,727 3,023,727 授産移行時特別積立金 435,039 435,039 0

器具及び備品 2,048,166 2,639,152 △ 590,986 次期繰越活動増減差額 72,475,682 72,312,567 163,115

権利 152,880 152,880 0 (うち当期活動増減差額) 163,115 2,517,006 △ 2,353,891

ソフトウェア 491,400 621,000 △ 129,600

投資有価証券 169,613 152,751 16,862

授産移行時特別積立預金 435,039 435,039 0

差入保証金 4,086,240 4,086,860 △ 620

長期前払費用 78,216 125,558 △ 47,342 335,753,171 338,118,917 △ 2,365,746

462,080,598 478,207,958 △ 16,127,360 462,080,598 478,207,958 △ 16,127,360

貸借対照表
平成28年 3月31日現在

資産の部

当年度末 前年度末 増減

負債の部

当年度末 前年度末 増減

資産の部合計

負債の部合計

純資産の部

純資産の部合計

負債及び純資産の部合計
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○ 平成 27 年度 社会福祉法人おおぞら会 財務諸表 ○ 
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